
一般社団法人 日本歯車工業会

2024年 度 第3回 理 事会 議事録

日 時:2024年7月12日(金)15:30～16:30

場 所:ハ イ ブ リ ッ ド会 議(オ ン ライ ン及 び機械 振 興 会館5階5S-2会 議 室)

出席者:19名(理 事10名 、 監事0名 、来 賓2名 、 事務 局1・名)

(会長)菊 地義 典(副 会長)辻 勇

(常 務 理 事)植 田昌克 、井 田斉 昭 、加 納 孝 樹 、 田 口哲 也 、松 原 潤 治 、藤 島忠康

(理 事)菊 地 正人 、岩 崎 真 和(Web)、 高橋 丈 助 、松 波 崇 宣 、萩 原 寛 佳 、小 原 敏 治 、

津 井 克 巳(Web)、 片 山正 典 、前 川 直 人(Web)

(監事)無

(来賓)経 済産 業省 製 造産 業 局 産 業機 械課 課長 補佐 國府 田勝 行様 、 吉崎 様(Web)

(事務 局)宇 都 木崇

挨 拶(菊 地会長)

既 に総会 の後 で就任 の挨拶 とい う形 で皆 さんに感謝 の言葉 を述べ させ て頂 きま した。継続 的な

事業は しっか りとブラ ッシュア ップ しなが ら進 め、今年度 は台湾か らのお客様 が参 られ るとの連

絡があ り、更に海外調査委員会の植 田委員長 は韓 国の視察 も粛々 と準備 を進 めてお ります。是非 、

理事諸兄におきま しては引続 きお力 をお貸 しいただき、 日本歯車工業会 を盛 り上 げてい くこ とに

ご協力いただければ と思います。

申し遅れま したが、今 日は経済産業省か ら囲府 田課長補佐 、吉崎様 がWebに て ご出席頂 いてい

ます。 後ほ ど、産業政策 のお話 を していただ きます。 ど うぞ宜 しくお願 い します。経済産業省で

も産業機械課 の安 田課長が異動 とな りま して、新任の須賀課長が就任 されてお ります。

それ では、今 日の理事会、宜 しくお願 い致 します。

議 事

定款第37条 に則 り理事会決議 を行った。 同様に定款第39条 に基づき、菊地会長 を議事録 署名人

に選任 した。

議 題

1審 議 ・承認事項

1)2024年 度 日本歯車工業会の事業方針及び組織体制

2)各 委員会の事業計画策定

3)2024年 度歯車の国際競争力に資す る標準化推進補助事業中間報告

4)新 規入会承認 の件

2.協 議 事 項:無

3報 告事項

1)景 況報告

2)そ の他
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議 題/決 定 ・検討 事項

1,審 議 ・承認事項

1)2024年 度 日本歯車工業会の事業方針及び組織体制 資料No,1

2024年 度 日本歯車工業会 の事業方針及び組織体制 について菊地会長 より説 明を行 った。

(下記参照)

5E24日 の総会でもご説 明をさせ ていただ きま したが、植 田前会長 の取 り組 んできたこ と

を引き継 ぎ、それ をブラ ッシュア ップ して行 く。更に、専務理事体制 の確 立、そ して台湾

のお客様 をお迎 えす る ミッシ ョンと韓 国視察 とい う形で海外 との交流を強化 しなが ら本年

度 を進 めて参 りたい と考 えてお ります。 また、組織 体制 でございますが、お配 りしている

資料No.1の 通 りです ので、よろ しくお願 いいた します。

※2024年 度 日本歯車工業会 の事業方針及び組織体制は、全会一致に よ り承認 され た。

2)各 委員会の事業計画策定 資料No.2-1-2、No.2-2

各委員会の事業計画策定について各委員会 の委員長 よ り説明を行った。

※各委員会の事業計画策定にっいて全会一致 により承認 された。

3)2024年 度歯車の国際競争力に資す る標準化推進補助事業中間報告

JKAか ら3年 間の補助 を受けてお り、今年 はその2年 目。去年同様 、　ISO国 際会議 に委員

を派遣 し、交通費 ・準備段階の委員会費 ・謝金等の4分 の3を 補助頂 く。逆 を言 うと4分

の1は 工業会の持 ち出 しとなる。第一期(去 年)の 支 出が全体600万 円のところ180万 の

支 出 とい う事で収 まってい る。川重の村井 さん等新 しい メンバーの育成 もあ り、今年度は

16名 の派遣 を考 えている。

※全会一致 によ り承認 された。

4)新 規入会承認 の件:有 限会社 南歯車製作所

㈱植 田鉄 工所 ・植 田社長 よ りご紹介。

※全会一致 によ り正会員入会が承認 された。

資料N・.3

2.協 議 事 項:無 し

3.報 告事項

1)景 況報告

A社

・2月 が決算月で今季 スター トして4か 月 ほど。売上1%ダ ウン、経常利益50%ダ ウンで

非常に苦戦。物価上昇 における製品の価格転嫁 は代替認 めて頂いてい る状況で もこれだけ

落 ちている。売 り上げの中でも半分以上 を占める減速機 関連が戻 ってお らず、バイブ レー

ターや諸 関係 も回復 していない。 ロボ ッ ト関係 の小型減速機 もIAを 底 に回復傾 向にある

がまだまだ本来 の状況に戻っていない。売 り上 げの25%を 占める建機系は例年 とほぼ横這
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い。　AirLineや 北海道新幹線 の仕事が増 えると聞いてい るが未だ受注の数字 には入 ってい

ない。 工作機械関連や 自動車関連は売 り上げの10%か ら15%ほ どだが、低調 か横這い。業

績にお いて苦戦 しているばか りではな く人の確保難題。 ここ2年 程新卒&中 途 は採用0。

B社

・依然 として10%か ら20%減 。全体的に落 ちている。その割には急 ぎの仕事が多 く、残業

が増えてい る。人手不足 も問題 であるが、実質去年入 った新入社員がイ ンスタに(会 社 関

連の情報 を)挙 げて貢献 している。

C社

・6,月決算、経営方針 の説明会 と第80期 の業績報告会。

・売上 が前年比:97%で 標準歯車 の売 り上げ標準歯車の売 り上 げが良い。

・最近多いのは標準歯車の追加工 と比較追加 工。

・売 り先 は自動車向 け。 ほとん どが一般産業 向け

・前期 は半導体 をは じめ とす る部品不足や設備投資、産業機械 自動機器の出荷が滞 り、前

年割れ となった。物の値上が りに対 して工場の方が追い付かず減収減益 とい う事で した。

国内向けが85%で 直接輸出比率、 うちの子会社の方 か ら直接輸出 してい るのが15%。
一時
、中国の不動産バブルの崩壊に より中国代理店 の売 り上 げ激減。今年 に入 りようや く

底 をっ いた状態。但 し、中国をは じめ とす るアジア各国のデフ レの状態で景気が低迷。

値引き交渉 もあ り、価格改定を申 し入れた ところ却下 され、逆 に値 下げ要求 を受け大量失

注 となった。 これ によ り貿易部 の前期売上は86%と 大幅に落 ちた。

D社

・3月決算、売上高が コロナ前 の2019年 度 と全 く同 じになった。2019年 、20年 、21年

がボ トムで同 じよ うに戻 ってきた。今年の見通 しが数パーセン ト高 くなっている。それは

値上げ した分。値上 げ したか ら上がったパーセ ン ト。

・半分海洋関連、 半分陸上関連 の売 り上 げ。海 にっいて、例 えば運河 を通れ なくなったケ

ープタ ウン回 らなきゃな らない とかい うタイプは低速 の大きな船で
、低速エ ンジン

だか らエ ンジンとプPペ ラが直結 され ていて歯車い らない。 出るのは高速エンジンだか ら

、プ ロペ ラの回転数 に合わせ るとい う形 なのであま り動かない。80%が 国内で、国内の造

船所は(キ ャパ が)決 まっているので、現在 、 どん どん受注 とっているが2年 ・3年 先、

もう5年 先 とか言い始 めている。要す るに先物が伸びているだ けで、その年 に出 る需要は

変 わ らない。

後 の半分 の陸の部分。全体の20%ぐ らいがJRと か第三セ クターの電化 され ていない

ところを走 るデ ィーゼルや新幹線や、夜 に線 路 とか河川 を見 るた めの作業車、除雪車 とか

そ うい う乗 り物 が2割 。それ も変わ らない どころか どん どん落 ちている。　JRの 廃線 は増 え

てます し、韓国 ・中国 ・台湾 は代替品、今イ ン ドネ シアか ら注文 をもらい、マ レーシア と

かイ ン ドぐらい。 その方面か ら受注 していかないと国内では もう伸びない。今、一番伸び

てい るのはデータセ ンターが増えるので非常用発電機 が増 えてい る。値上げ とい うと注文

が取れな くなるのは同 じ。
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ご報告(経 済産業省 製造産業局 産業機械課 課長補佐 國府田勝行様)

資料:経 産省資料 中堅等支援策

課長補佐 國府田様より 「中堅企業支援策」についてご報告頂いた。

資 料

【資料No.1】2024年 度組 織 図

【資料No.2】 活 動 報告 並 び に今 後 の予 定

【資料No.3】2024年 度年 間ス ケ ジ ュー ル(案)

経 産省 資 料_最 近 の政 策動 向

以上

2024年7月12日

一般社団法人 日本歯車工業会

会長 菊地 義典 ㊥
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